「風致地区内行為許可申請書」作成の際の注意事項
※1,000㎡以上の宅地造成にあたっては、緑地率が第1種地区で30％以上、第2種地区で20％以上必要となります。緑地率とは宅地の造成等を行う土地の面積に対して、木竹が保全され又は適切な植栽が行われる土地の面積の割合になります。
１　提出書類及び書類を綴じる順序　

　（１）　風致地区内行為許可申請書　（様式第１号）
　（２）　建築物計画書　（様式第２号）　
※ その３【宅地の造成、土地の開墾その他の土地の形質の変更用】を使用　　

※ 建築物の建築を行う場合は別途許可申請（様式第２号その１）が必要です。　　　

　　　◆　植栽計画を記入して下さい。

　　　　　※ 別添資料として植栽計画図を添付のこと。

　　　　　（例）「道路沿いに生垣（ベニカナメ）、玄関にタマリュウ植栽」など。

　　　◆　備考欄には「道路沿いには生垣を植栽し、景観形成を図る」など、景観形成を図る内容を記入して下さい。

	種類
	換算面積
	備考

	高木
	10.0㎡/本
	植栽時に樹高2ｍ以上で、成木の樹高が4ｍ以上のもの

	中木
	3.30㎡/本
	植栽時に樹高1ｍ以上で、成木の樹高が2ｍ以上のもの

	低木
	1.00㎡/本
	植栽時に樹高0.4ｍ以上で、成木の樹高が1ｍ以上のもの

	低木
	0.75㎡/本
	植栽時に樹高0.4ｍ以上で、成木の樹高が1ｍ以下のもの

	芝・花壇・低木寄植
	水平投影面積
	

	生垣
	延長×生垣高
	

	屋上緑化
	水平投影面積
	

	壁面緑化
	延長×1.0ｍ
	

	池・庭石等修景施設
	水平投影面積
	噴水、水流、池その他の修景施設については植栽とみなす。


　　　◆　植栽が行われる土地の面積は次の表により算出するものとします。

　　

※ 宅地造成後に分譲する場合は、宮崎市と「風致地区内における宅地造成に関する緑化協定書」により協定を結ぶ必要があります。詳細については行為前に早めにご相談ください。
（３）　位置図　　 ゼンリンの地図等をＡ４サイズで添付して下さい。

　（４）　現況写真　 対象の建築物を赤枠で囲んでください。

　（５）  敷地求積図、建築面積の計算表　　※建ぺい率の算定に必要です。
　（６）　図面　　　 配置図　1/200以上、平面図　1/200以上、立面図　1/200以上、

　　　　　　　　     構造図（矩形図）　1/50以上、植栽計画図

　　　　　①　隣地および道路からの後退距離（最短部）を記入して下さい。

　　　　　②　立面図には、色鉛筆などで壁や屋根を着色してください。

　　　　　　　（周辺の風致と著しく不調和でないこと）
２　その他
・申請書は　１部　提出してください。

・建築物の建築を行う場合は別途許可申請（様式第２号その１）が必要です。
　　・許可の連絡は、申請者本人または代理人に行いますので、印鑑をご持参のうえ、直接取りに来てください。

　　・工事着手の日から完了の日までに、様式第４号の「風致地区内行為許可済」の標識を設置してください。

　　・建築工事終了後は、様式第７号の「風致地区内行為完了届出書」を提出して下さい。

　　　　◆外構植栽等を含む敷地の全体及び後退距離が確認できる写真
　　・「風致地区内行為」の許可後に許可内容に変更が生じた場合は、様式第６号の「風致地区内行為中止届出書」（位置図添付）提出のうえ、再度許可申請が必要となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【問い合わせ先】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎市　都市整備部　景観課　景観企画係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL:　21-1817      FAX:　21-1816

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mail: 30keikan @ city.miyazaki.miyazaki.jp
宅地造成の場合
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